
国
家
公
務
員
中
途
採
用
者
選
考
試
験　
 

（
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
試
験
）

　

人
事
院
及
び
各
府
省
で
は
、国
家

公
務
員
中
途
採
用
者
選
考
試
験（
再

チ
ャ
レ
ン
ジ
試
験
）を
行
う
予
定
で

す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
職
種
が
あ
り
、
試
験

種
目
に
よ
り
日
程
も
異
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
人
事
院
に
お
問
い
合
わ
せ

に
な
る
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

人
事
院
人
材
局
企
画
課
制
度
班

　

℡
０
３
―
３
５
８
１
―
５
３
１
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.jinji.go.jp/

　
        
 
 
             

６
月
は「
外
国
人
労
働
者 　
 

問
題
啓
発
月
間
」

　

近
年
、
経
済
社
会
の
国
際
化
の
進

展
に
伴
い
、
我
が
国
に
入
国
、
在
留

す
る
外
国
人
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、

我
が
国
の
労
働
市
場
に
及
ぼ
す
影
響

も
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
国
で
は
、
毎
年
６
月

を「
外
国
人
労
働
者
問
題
啓
発
月
間
」

と
定
め
、
各
種
の
啓
発
活
動
に
取
り

組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

事
業
主
の
方
々
を
は
じ
め
国
民
の

皆
さ
ま
に
は
、
外
国
人
労
働
者
の
適

正
な
就
労
の
促
進
と
不
法
就
の
防
止

に
つ
い
て
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

北
海
道
労
働
局
職
業
安
定
部
職
業
対
策
課

　

℡
０
１
１
―
７
０
９
―
２
３
１
１

人
権
擁
護
委
員
制
度
を 

ご
存
じ
で
す
か

　

６
月
１
日
は
、
人
権
擁
護
委
員
の

日
で
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大
臣
が

委
嘱
し
た
民
間
の
人
た
ち
で
、
さ
ま

ざ
ま
な
経
験
を
も
つ
人
た
ち
が
、
地

域
の
中
で
人
権
思
想
を
広
め
、
住
民

の
人
権
が
侵
害
さ
れ
な
い
よ
う
に
配

慮
し
、
人
権
を
擁
護
す
る
た
め
に
活

動
し
て
い
ま
す
。

　

困
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談

は
無
料
で
秘
密
を
厳
守
い
た
し
ま
す
。

◆
積
丹
町
人
権
擁
護
委
員

　

川
井
順
應
（
℡　

―
６
１
３
２
）

45

　

成
田
康
正
（
℡　

―
２
１
０
２
）

44

電
柱
に
カ
ラ
ス
の
巣
を
見
つ
け
た
ら
、  

「
ほ
く
で
ん
」
ま
で
ご
連
絡
を

　

４
月
か
ら
６
月
は
カ
ラ
ス
の
繁
殖

期
で
、
電
柱
に
巣
を
作
る
ケ
ー
ス
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

巣
の
材
料
に
金
属
類
を
使
う
こ
と

も
あ
り
、
停
電
事
故
に
つ
な
が
り
ま

す
。
電
柱
に
「
カ
ラ
ス
の
巣
」
を
見

つ
け
た
場
合
は
、
次
の
フ
リ
ー
ダ
イ

ヤ
ル
ま
で
情
報
を
お
寄
せ
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

【
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
】

　

０
１
２
０
―
７
３
５
―
１
５
４

（
月
曜
日
〜
金
曜
日　

９
時
〜　

時
）

17

６
月
１
日
は
商
業
統
計
調
査

　

６
月
１
日
、
商
業
統
計
調
査
が
全

国
一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
全
国
の
卸
売
業
・

小
売
業
を
営
む
す
べ
て
の
事
業
所
が

対
象
と
な
り
ま
す
。

　

提
出
さ
れ
た
調
査
票
は
、
統
計
法

に
よ
り
厳
重
に
秘
密
が
守
ら
れ
、
統

計
作
成
の
目
的
以
外
に
は
一
切
使
用

い
た
し
ま
せ
ん
の
で
、
正
確
な
報
告

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

経
済
産
業
省
・
北
海
道
・
積
丹
町

山
菜
採
り
の 

事
故
防
止
に
つ
い
て 

　

毎
年
、
山
菜
採
り
に
よ
る
事
故
が

発
生
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
原
因
の

多
く
は
、
つ
い
採
る
こ
と
に
夢
中
に

な
り
、
方
向
を
見
失
う
ケ
ー
ス
で

す
。 

　

い
っ
た
ん
事
故
が
起
き
ま
す
と
、

地
元
の
人
た
ち
に
も
多
大
な
迷
惑
を

か
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

　

遭
難
な
ど
の
事
故
を
未
然
に
防
ぐ

た
め
、
次
の
こ
と
に
十
分
注
意
し
、

無
理
な
行
動
を
控
え
、
山
菜
採
り
を

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。 

○
行
き
先
、
帰
宅
予
定
時
間
な
ど
を
、

家
族
や
知
人
に
必
ず
知
ら
せ
て
お

き
ま
し
ょ
う
。 

○
単
独
で
入
山
す
る
こ
と
は
で
き
る

だ
け
避
け
ま
し
ょ
う
。 

○
事
前
に
目
的
地
の
天
候
を
確
認
し

ま
し
ょ
う
。
天
候
の
急
変
に
も
対

応
で
き
る
よ
う
雨
具
、
防
寒
具
な

ど
の
準
備
も
忘
れ
ず
に
。 

○
道
に
迷
っ
た
と
き
は
、
む
や
み
に

歩
き
回
ら
ず
、
体
力
の
消
耗
を
抑

え
る
な
ど
、
落
ち
着
い
て
慎
重
な

行
動
を
と
り
ま
し
ょ
う
。 

　

ま
た
、
通
信
手
段
（
携
帯
電
話
、

無
線
機
等
）
や
、
笛
、
ラ
ジ
オ
、
非

常
食
等
を
携
行
す
る
よ
う
心
が
け
ま

し
ょ
う
。 

遭
難
者
の
「
捜
索
費
用
負
担
」

制
度
に
つ
い
て
ご
理
解
を

　

町
で
は
、
平
成　

年
８
月
に
山
菜

16

採
り
な
ど
に
よ
る
遭
難
抑
止
効
果
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
遭
難
対
策

に
関
す
る
実
施
要
綱
を
制
定
し
て
お

り
ま
す
。

　

要
綱
で
は
、
遭
難
し
た
場
合
に
お

け
る
捜
索
要
請
者
か
ら
の
依
頼
に
基

づ
い
た
救
助
活
動
に
係
る
費
用
（
消

耗
品
・
食
料
費
の
実
費
等
）
を
負
担

し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
「
捜
索
費
用
負
担
」制
度
導
入
に
つ

い
て
ご
理
解
い
た
だ
き
、ま
た
知
人
・

友
人
な
ど
へ
も
同
制
度
の
お
知
ら
せ

を
お
願
い
し
ま
す
。

役
場
総
務
課

自
衛
官
を
募
集
し
ま
す

　

２
等
陸
・
海
・
空
士
募
集
し
ま
す
。

◆
身
分　

特
別
職
国
家
公
務
員

◆
資
格　
　

歳
以
上　

歳
未
満

18

27

◆
試
験
日
／
受
付
時
お
知
ら
せ

【
問
い
合
わ
せ
先
】

自
衛
隊
札
幌
地
方
連
絡
部

　

小
樽
募
集
事
務
所

　

℡
０
１
３
４
―
２
２
―
５
５
２
１
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　電波の利用は、携帯電話や人命・財産を保護する防

災無線など社会生活に不可欠なものとなっていますが、

不法無線局が重要無線通信やテレビ放送に妨害を与え

るなど社会的な問題を起こしています。

　このため総務省では、６月１日から10日までを「電

波利用保護旬間」と定め、電波利用環境保護の大切さ

を訴えています。

��������	
�������	
��

　小樽人権擁護委員協議会では、「特設人権・困

りごと相談所」を下記のとおり開設します。

　人権問題、結婚・離婚・夫婦・親子等の問題、

不動産・金銭のトラブル、うわさ・暴言による

いやがらせ、雇用・解雇・給与等の問題、児童

・生徒のいじめ・体罰の問題、差別問題、その

他日常生活の中の様々な問題でお困りの方は、

お気軽にご相談ください。

【問い合わせ先】

　札幌法務局小樽支局（℡0134-23-3012）

�������	
��
�����
北海道総合通信局
　（札幌市北区北８条西２丁目　札幌第１合同庁舎）
　　�不法無線局、混信・妨害等 011-737-0099
　　�テレビ・ラジオ受信障害 011-737-0033
　　�電話、インターネットの相談 011-709-3956
　　�その他行政相談 011-709-3550
　【電話受付時間　８:30～12:00、13:00～17:00

（土・日・祝日を除く）】
　　�電子メール

sodan-hokkaido@rbt.soumu.go.jp　　　
　　�ホームページ

http://www.hokkaido-bt.go.jp/　　　 

場　　　所日　　　時

余市町中央公民館
平成19年６月12日（火）

午前10時から12時まで

赤井川村
コミュニティセンター

平成19年８月24日（金）
午前10時から午後３時まで

余市町中央公民館
平成19年９月11日（火）
午前10時から午後３時まで

積丹町農林漁業者センター
平成19年９月30日（日）
午前10時から午後３時まで

小樽市役所分庁舎（色内）
平成19年12月６日（木）
午前10時から午後３時まで

仁木町役場
平成19年12月７日（金）
午前10時から午後３時まで

余市町中央公民館
平成19年12月11日（火）

午前10時から12時まで

余市町中央公民館
平成20年３月11日（火）

午前10時から12時まで

���������	���
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　　講師　医療法人秀友会　札幌秀友会病院
　　　　　　�������　先生
【プロフィール】
　1999年に宇宙飛行士にチャレンジし、最終選考の８
人に残った先生です。
・麻酔標榜医、日本麻酔科学会指導医、日本ペインク
リニック学会認定医、日本医師会認定産業医、他
・著書「中年ドクター宇宙飛行士受験奮戦記」、「麻酔な
んて怖くない－麻酔科医が語る患者のための麻酔のす
べて」「宇宙飛行士は早く老ける？重力と老化の意外な
関係」等
　���　平成19年６月23日（土）14：00～15：30
　���　ホテル第一会館　３階

（倶知安町南３条西２丁目　℡0136-22-1158）
　���　無　料
　���　後志地域精神保健協会
【問い合わせ先】
　���：北海道後志保健福祉事務所保健福祉部

（倶知安保健所）
　　　　　子ども・保健推進課　精神保健福祉係
　　　　　　℡0136-23-1957（直通）

�������	
�
������

　６月１日から７日のＨＩＶ検査普及週間にあ

わせ、夜間ＨＩＶ抗体検査を実施します。

�����

　　６月１日（金）～７日（木）　１日間

�����

　　後志保健福祉事務所保健福祉部余市支所

　　（余市町朝日町12番地）

※プライバシー保護のため詳細については

お電話でお問い合わせください。

【要事前申込予約】

　電話　0136－22－2279（エイズ専用電話）

【問い合わせ先】

　後志保健福祉事務所保健福祉部

　健康推進課　保健予防係（℡0136－23－1951）


